
愛媛県森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事（土工 1,000ｍ3 未満） 

「受注者希望型」特記仕様書 

（適用） 

第１条 本工事は、受注者が３次元データ等を活用する「森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事(土工 1,000 

ｍ3 未満)」(以下、「ＩＣＴ土工 1,000ｍ3 未満」という)であり、本工事の実施にあたっては、工 

事請負契約書及び土木工事共通仕様書等によるほか、愛媛県森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事試行 

実施要領及び本仕様書によるものとする。 

（ＩＣＴ活用工事） 

第２条 ＩＣＴ活用工事とは、以下に示す①～⑤の施工プロセスにおいてＩＣＴを活用する工事である。 

ＩＣＴ土工 1,000ｍ3 未満は②④⑤の段階を必須とし、①③の段階は受注者の希望によることとす 

る。受注者の希望により、付帯構造物設置工、法面工及び作業土工（床掘）にＩＣＴ施工技術を活 

用する場合は各実施要領及び積算要領を参照すること。 

① ３次元起工測量（法面整形工のみ（土工量 1,000ｍ3 未満）は「選択」）

起工測量において、次の１)～５)から選択（複数可）して３次元測量データを取得するために

測量を行うものとする。 

起工測量にあたっては、標準的に面計測を実施するものとするが、前工事での３次元納品デー 

タが活用できる場合は、管理断面及び変化点の計測による測量を選択しても、ＩＣＴ活用工事と

する。

１）空中写真測量(無人航空機)を用いた起工測量

２）地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

３）ＴＳ等光波方式を用いた起工測量

４）ＴＳ(ノンプリズム方式)を用いた起工測量

５）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた起工測量

６）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

７）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

８）その他の３次元計測技術を用いた起工測量

② ３次元設計データ作成

①で計測した測量データと発注図書を用いて、３次元出来形管理等を行うための３次元設計デ

ータを作成する。 

③ ＩＣＴ建設機械による施工

②で得られた設計データを用いて、次に示すＩＣＴ建設機械により施工を実施する。

ただし、施工現場の環境条件により、ＩＣＴ建設機械による施工が困難となる場合は、従来型

建設機械による施工を実施してもＩＣＴ活用工事とする。 

・３次元マシンガイダンスバックホウ

④ ３次元出来形管理等の施工管理

③の施工における出来形管理は、次の１)～11)から選択して、出来形管理を行うものとする。 

（複数選択可） 

〔出来形管理〕 

１）モバイル端末を用いた出来形管理

２）空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理

３）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理

４）ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理

５）ＴＳ(ノンプリズム方式)を用いた出来形管理

６）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理

７）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

８）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

９）施工履歴データを用いた出来形管理(土工)

10）地上写真測量を用いた出来形管理(土工編)(案)



11）その他の３次元計測技術を用いた出来形管理

出来形管理にあたっては、標準的に面管理を実施するものとするが、施工現場の環境条件によ 

り面的な計測による出来形管理を選択してもよい。 

⑤ ３次元データの納品

④による施工管理データを工事完成図書として納品する。

（ＩＣＴ活用工事の実施手続き） 

第３条 受注者は、ＩＣＴ活用工事の施工に先立ち「愛媛県森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事に関する 

協議書」（様式１）を発注者に提出し、受発注間の協議が整った場合に実施できるものとする。 

（設計積算） 

第４条 ＩＣＴ活用工事に伴う経費については、「森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事試行積算要領」に

基づき積算した金額に落札率を乗じた価格により契約変更を行うものとする。なお、３次元起工

測量、３次元データの作成並びに３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理及び３

次元データ納品を行う場合は、見積書を提出するものとし、発注者が妥当性を確認の上、設計変

更の対象とする。

（監督・検査）

第５条 ＩＣＴ活用工事を実施した場合は、国土交通省が定めたＩＣＴ土工等に関する基準により監督 

及び検査を行うものとする。なお、工事検査の実施にあたって必要となる機器類は、受注者がこ 

れを準備するものとする。

（工事成績評定）

第６条 ＩＣＴ活用工事を実施した場合は、「創意工夫」項目で評価する。 

（現場見学会等の実施）

第７条 受注者は、発注者が本工事の工事現場でＩＣＴ活用工事見学会等を実施する場合は、協力しな 

ければならない。 

（調査等への協力） 

第８条 受注者は、発注者がＩＣＴ活用工事の効果を確認するために調査等を行う場合は、協力しなけ 

ればならない。また、工事完成後にあっても同様とする。 

（その他）

第９条 ＩＣＴ活用工事の実施にあたって、本仕様書に定めのない事項は、発注者と受注者が協議して 

定めるものとする。



（様式１）

採用する
技術

技術名

□ １　空中写真測量（無人航空機）を用いた起工測量

□ ２　地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

□ ３　ＴＳ等光波方式を用いた起工測量

□ ４　ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

□ ５　ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた起工測量

□ ６　無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

□ ７　地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

□ ８　その他の３次元計測技術を用いた起工測量

□ 3次元設計データ作成

□ 掘削工 □ １　３次元マシンコントロール（ブルドーザ）技術

□ 床掘工 □ ２　３次元マシンコントロール（バックホウ）技術

□ 盛土工 □ ３　３次元マシンガイダンス（ブルドーザ）技術

□ 法面整形工 □ ４　３次元マシンガイダンス（バックホウ）技術

□ 不陸整正 □ ５　３次元マシンコントロール（モータグレーダ）技術

□ 路盤工

□ １　空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理

□ ２　地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理

□ ３　ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理

□ ４　ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理

□ ５　ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理

□ ６　無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

□ ７　地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

□ ８　施工履歴データを用いた出来形管理

□ ９　モバイル端末を用いた出来形管理

□ １０　地上写真測量を用いた出来形管理

□
１１　その他の３次元計測技術を用いた出来形管理
具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 品質 ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め回数管理

□ 3次元データの納品

□
建設現場の遠隔臨場技術
の活用

□
その他ＩＣＴ活用
※右欄に実施内容を記載

　　【留意事項】
（１）　ＩＣＴ活用を希望する施工プロセスおよび作業内容ならびに採用する技術の□にチェックを記載する。
（２）　出来形管理技術については、３次元起工測量で採用した技術と相違してもよい。
（３）　ＩＣＴ土工における品質管理の「ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固回数管理技術」については、次の①または②に該当する場合は対象外とする。
　　　①盛土の締固作業が工事内容に含まれていない場合
　　　②現場条件等からＴＳ・ＧＮＳＳによる締固による締固め回数管理技術の実施が適さないと判断される場合（従来手法による）

本様式は工事打合簿（受注者発議による協議）に添付して活用する。

施工プロセス 作業内容

□ 3次元起工測量

ＩＣＴ建設機械による施工□

□
３次元出来形管理技術等
の施工管理

□ 出来形

愛媛県森林整備保全事業
ＩＣＴ活⽤⼯事に関する協議書
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